




































































































and women’s 病院の移植外科のNicholas L Tilney
教授の研究室に留学しました．
　この Brigham and women’s 病院の移植外科は世
界で最初に腎臓移植をしたところで，Tilney 教授
の前任者である Joseph E. Murray という先生が世
界最初の臓器移植，腎臓移植を行った先生です．
Brigham and women’s の外科は一方ではHarvard 
Medical School の Surgical Research Laboratory と
も呼ばれていました．何故こういうことになったか
いうと，初代のBrigham and women’s の外科の教授
はHarvey Cushing で，Cushing先生は外科はリサー
チであるという人で，外科系の先生は 1回は聞いた














長が John Mannick という先生でした．Tilney 教授
の前の移植部長がさっき言った，Joseph Murray





































































































































生児の出生時の体重というのは 600 g とか 800 g と
いうレベルで，こういう低出生体重児が生まれない
と，この新生児の経母乳感染というのは起こらな
い，ということです．新生児CMV感染症は新生児
医療が進んできて起こってきた疾患だということが
言えると思います．
　この新生児CMV感染症から私どもはマウスでの
CMV再活性化モデルを作成しました．CMV潜伏
感染のマウスに免疫抑制剤を投与してもCMVの再
活性は起こりませんが，雌のマウスにCMVを潜伏
感染させ，妊娠，出産させると潜伏CMVの再活性
化が起こることがわかりました．現在，教室の幸田
先生らがこのCMV再活性化モデルを用いて，ウイ
ルス再活性化における腸内細菌の役割について研究
を行っています．腸内細菌の研究は昔は糞便を採取
して培養していたのですが，今はメタ 16S 解析と
いう新世代，シークエンサーが出て来ても，全く違
う解析方法が出て来ました．これを用いて幸田先生
たちは腸内細菌の中のある菌が産生する酪酸が
CMVの潜伏感染，あるいは CMV再活性化に関係
しているという事を見いだし，現在研究を行ってい
ます．
　私たちが行っている 2つ目のプロジェクトは，細
菌あるいはウイルス感染に対する感染免疫，特に
NKT細胞という，NK細胞とT細胞と 2つの細胞
の中間にある細胞が，感染免疫でどういうふうな働
きがあるのか，という研究です．研究室の石川先生
らはNKT細胞ノックアウトマウスを用いて感染防
御におけるNKT細胞の役割について研究を行って
います．
　3つ目のプロジェクトは潰瘍性大腸炎に関する研
究です．ご存知のように潰瘍性大腸炎というのは，
患者さんがどんどん増えている疾患です．研究室の
猪先生らがデキストラン硫酸ナトリウム（DSS）を
マウスに経口投与してマウスの腸炎モデルを作成
し，このモデルを用いて潰瘍性大腸炎の免疫学的な
発症機序，あるいは腸内細菌がどう関与している
か，などの研究を行っております．
　今まで私が行ってきた研究，また現在，研究室で
行っている研究を紹介させて頂きました．他人の研
究の話は面白くないというのは，百も承知ですけ
ど，40 分間喋らせて頂きました．ご清聴ありがと
うございました．
○司会　田中和生教授，ありがとうございました．
それでは記念の楯を小川医学部長より贈呈していた
だきます．
○小川良雄医学部長　田中先生，素晴らしいご講演
ありがとうございました．先生が医者になられた頃
の，少々やくざっぽかった外科を介して，移植に興
味を持たれて，それからウイルス，それから腸内細
菌と，先生の今までの研究の流れを話していただき
ました．先生とは昭和大学に入ってこられたとき
に，一緒にお酒を飲んだことを私は覚えています．
また今後とも微生物学免疫学講座の客員教授として
ご指導していただければと思います．本当に先生，
長い間ありがとうございました．
（記念品楯贈呈）（花束贈呈）
